
 

 

令和３年３月３０日開催 

令和２年度第２回八雲町総合開発委員会資料 

 

   

資料１ 第２期八雲町総合計画実施計画（Ｒ３～Ｒ５）について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別冊 

資料２ 令和３年度予算の概要について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.１～４ 

資料３ 新型コロナウイルスワクチン接種体制について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.５～１４ 

資料４ 新型コロナウイルス経済対策について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.１５～１７ 

資料５ 八雲町役場庁舎等建設基本計画（案）について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別冊 

資料６ 八雲町強靭化計画について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 別冊 

 



1



2



3



4



八雲町
新型コロナウイルスワクチン接種体制

令和３年３月１５日現在の検討状況

八雲町保健福祉課

八雲町における接種体制の考え方

• 多数の接種希望者に対応する接種体制

当初は町が設定した会場における集団接種を中心に実施

多数の予約の受付を可能とするための人員体制

• 接種者の利便性を考慮した接種体制

複数の集団接種会場の設定。送迎バスの運行。

インターネット予約など、申し込みを行いやすい環境の整備。

• 接種における連携体制の構築

町内全医療機関による接種体制の構築。庁内での連携体制の確保。
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接種体制の概要

八雲地域の会場 熊石地域の会場

○集団接種をメインに、接種体制が

整った医療機関から個別接種を実施

○集団接種会場は、
町民センター 月・火・金・土
はぴあ八雲 水・木
落部町民センター（臨時）

○予約は、予約センターへの電話又は
インターネット予約（集団接種の場

合）

○熊石国保病院での個別接種

○接種日は、
月・火・金曜日

○予約は、熊石総合支所への電話又は
インターネット予約（集団接種の場

合）

１ 実施期間

【令和３年２月１７日から令和４年２月２８日まで】

※住民への接種の開始は、早くとも４月下旬以降となる。

接種の順位

（１）医療従事者 ３月中旬より

（２）高齢者（６５歳以上） ４月下旬以降

（３）基礎疾患を有する者

（４）高齢者施設等従事者

（５）上記以外の者
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【八雲町の人口】

（１）医療従事者等 600人

（２）高齢者数 5,800人

（３）基礎疾患を有する者 1,000人（国資料：総人口の6.3％）

（４）高齢者施設等従事者 600人

（５）上記以外の者 6,100人

Ａ総人口 Ｂ16歳未満

対象者

(16歳以上)
Ａ－Ｂ

高齢者 その他一般

八雲地域 13,700人 1,500人 12,200人 4,600人 7,600人

熊石地域 2,000人 100人 1,900人 1,200人 700人

計 15,700人 1,600人 14,100人 5,800人 8,300人

２ 接種対象者の概数

【八雲地域】

【熊石地域】

①町民センター
月・火曜日 午後
金曜日 午後・夜間
土曜日 午後

②はぴあ八雲 水・木曜日 午後

③落部町民センター （臨時開設）午後

（１）接種会場

３ 接種体制

①熊石国保病院 月・火・金曜日 午後
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高齢者（ファイザー社製ワクチンを想定）

○65歳以上高齢者5,800人、接種率（仮）70％、２回接種で8,100回の
接種が必要

○１週当たり820回接種することで、10週間で２回の接種が完了

【八雲地域】

町の設置会場での集団接種 700人／週当たり※調整中

【熊石地域】

熊石国保病院での個別接種 120人／週当たり※調整中

（２）接種者の想定

３ 接種体制

新型コロナワクチンの接種に当たっては、多くの接種実施医療機関、医療従事
者等が必要になるため、町内全ての医療機関の協力により確保する。

（３）接種実施医療機関・医療従事者等の確保

医療機関 接種会場 接種曜日・時間帯

八雲総合病院 町の接種会場 月～金曜日・午後

ユーラップ医院 町の接種会場
金曜日・夜間
土曜日（月１～２回程度）

まきたクリニック 町の接種会場 土曜日（月２回）

熊石国保病院 病院内 月・火・金曜日・午後

３ 接種体制
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高齢者施設の入所者は、当該施設の嘱託医・施設医等がワクチン接種を行う。

○町内高齢者施設の入所者数 約300人

（４）高齢者施設の入所者への接種

３ 接種体制

（５）高齢者施設の従事者への接種

高齢者施設の従事者については、クラスター対策推進のため入所者と同じタ
イミングで接種を行うことができる。

○町内高齢者施設の従事者数 約300人

訪問診療を受けている患者へのワクチン接種は、原則、その主治医が行う。

（６）訪問診療受診者

３ 接種体制

（７）基礎疾患を有する者

慢性の呼吸器や心臓の病気等で通院・入院している方、BMI30以上を満たす
肥満の方が対象（医師の証明は不要）

※ワクチンの供給量によって、接種時期が示される。

（８）一般住民

※ワクチンの供給量によって、接種時期が示される。
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（１）事前周知から接種までの流れ

①事前周知
【３月１日以降】

町広報（折込チラシ）、町ホームページ等で町民に周知

②接種券等の発送
【４月下旬以降】

接種券やお知らせを対象の高齢者（5,800人）に送付

③予約開始
【５月以降】

・八雲地域会場での接種：予約センターにて予約
・熊石地域会場での接種：熊石総合支所にて予約

④予約案内、予診票等の発行
【予約後】

・予約者へ対しての案内
・予診票の送付（②で送付することも想定する）

⑤接種【１回目】 予約した日時会場で接種

⑥接種【２回目】 １回目と同じ医療機関・会場で接種（原則）

４ 接種時期に実施すべき対応

（２）町設置会場での集団接種の流れ①

①手指消毒 入場後の手指消毒

②検温（非接触型）

・37.0℃以上の場合は電子体温計で測定

・37.5℃以上の発熱がある場合は、入場を禁止して予防接種は
キャンセルし、後日、予約センターに再予約するよう伝える

③予診票確認
・未記入の場合は記入してもらう。
・記入が難しい方への補助又は代理記入

④会場内への誘導 会場内の受付へ誘導

【体調確認等（入室前）】

４ 接種時期に実施すべき対応
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（２）町設置会場での集団接種の流れ②

①対象者の本人確認

・対象者の接種券及び予診票を確認し、記載された氏名等と本人確
認書類（運転免許証、健康保険証等）の内容を確認し、接種の対象

者本人であることを確認する

※身分証明書：マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証、公共料金
明細等の確認ができるもの、確認資料がない場合は、氏名・生年月日・住

所を口頭で確認

②名簿対照 ・予約者名簿により対象者であるか確認する。

③予診票確認

・予診票の記入漏れがないか、また、２回目の場合は接種間隔や１

回目のワクチンの種類を確認

・予診票確認後、ナンバリングをして接種券等と一緒にファイルす

る

④待合への誘導
待合の椅子に誘導し、ファイルを診察に運ぶ

※相談コーナーの検討

【受付】

４ 接種時期に実施すべき対応

（２）町設置会場での集団接種の流れ③

①呼び出し 受付順に呼び出し、氏名・生年月日で本人確認を行う

②予診

予診の際は、新型コロナワクチンの接種対象者又はその保護者
がその内容を理解しうるよう適切な説明を行い、予防接種の実

施に関して文書により同意を得た場合に限り接種を行う

③接種ブースへの誘導等

・予診により接種可能の場合は、接種ブースへ誘導する

・予診により接種中止の場合は、受付に戻るよう誘導する

※受付で、接種券の「予診のみ」のシールを回収（予診票に貼り付け、
残りを本人に返却）し、後日、予約センターに再予約するよう伝える

【診察】

４ 接種時期に実施すべき対応
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（２）町設置会場での集団接種の流れ④

接種
・氏名・生年月日で本人確認をしてから接種を実施する

・薬液充填

【接種後の状態観察】

（３）町設置会場の片付け（消毒）

４ 接種時期に実施すべき対応

接種済票の交付
接種したワクチンのシールを接種済証に貼り付け、接種日・接種場
所を記載し、本人に交付する

【接種済票交付】

状態観察

接種後に副反応の症状が生じることがあるため、接種後待合場所

にて15～30分待つように伝えて状態観察する

※体調不良者用の休憩場所（ベッド）を設置

【接種】

予防接種の実施にあたり、多数の予約を受付けできる体制の確保が必要とな
るため、八雲地域の接種会場については予約センターを設置する。なお、熊石
地域の接種会場については熊石総合支所で予約を受け付ける。

※電話での予約受付の他、インターネットでの予約が可能

開設時期
接種券の送付直後に開設予定
（接種日程が確定していない場合は確定後）

電話回線 10回線

人員体制
繁忙期は電話受付10人の外、送迎バス受付、調整係等で最大15人
程度を想定（受付状況により調整）

（４）予約センター

【予約センター】

４ 接種時期に実施すべき対応
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各地区から接種会場までの送迎バスを運行を検討中。

（５）送迎バスの運行

【八雲地域】

【熊石地域】

４ 接種時期に実施すべき対応

各地区から接種会場までの送迎バスを運行する。

（接種日、患者輸送バス及び福祉バスでの対応を検討）

・ファイザー製ワクチンを保管するためのディープフリーザーを設置する基本
型接種施設（八雲総合病院）と小分けしたワクチンを使用するサテライト施設
（集団接種会場、熊石国保病院、他医療機関）とのワクチンの移送等の対応

・Ｖ－ＳＹＳ（ワクチン接種円滑化システム）によるワクチンの使用量や分配
量の管理

（６）ワクチンの管理

４ 接種時期に実施すべき対応

（７）副反応に対する対応

・接種直後は、保健師による状況観察を行う。
・アナフィラキシーショックなどの救急時に対応するための薬剤及び用具の配

備
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４ 接種時期に実施すべき対応

（８）住民への情報提供

・接種の開始時期、予約方法、予防接種の効果及び副反応の情報等を住民に対

し、分かり易い内容での情報提供を行う。

・周知方法としては、個別通知（接種券の発行時）の他、広報・ＨＰによる周

知を行う。（初回３月上旬、その後も随時周知）

・相談窓口を設置し、予防接種に関する相談体制を構築する。

予約の混雑具合に応じた人員を配置する。（１名～１５名）

（１）集団接種会場

業務内容 職種 人数 備考

①体調管理、予診票記入補助 事務職

８人

４～５人が会計年度任用
職員。残りを正職員が対
応。（接種当初は人員を

増員する）

②受付、入力、予診票確認 事務職

③案内 事務職

④診察補助 事務職

⑤予診票確認 医師 １人

⑥接種、薬液補充 看護師 3人

⑦接種済み票交付、接種後状態観察 保健師 １人

合計 １３人

５ 人員体制の確保

（２）予約センター（コールセンター）
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